
血液中の脂肪・コレステロールの上昇は動脈硬化症の引き金となり、脳血管障害や心筋梗塞な
どを引き起こすもととなる。よって、食品により血液中の脂肪・コレステロールの増加を抑えること
は健康の増進・維持の観点からきわめて重要である。現在までに、種々の食品成分の脂質低下
作用とその発現機構について明らかにしてきた。
ゴマ成分のセサミンも強い脂質低下作用を示す食品成分であるが、ラットを用い、その生理作用
の発現機構の分子メカニズムを明確にした。
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機能性

ゴマセサミンの脂肪・コレステロール低下作用の発現機構
－その分子メカニズムの解析－

セサミンは脂肪の分解を助ける。 セサミンは脂肪の生成を抑制する。

セサミンはラット肝臓の脂肪分解を促進し、反対
に脂肪の生成を抑制した。このような変化により肝
臓での脂肪合成が抑制され、血液中の脂質濃度
が低下することを示した。
さらに、この脂質代謝の変動は関与する代謝

系を制御する転写因子の活性化や抑制を介して
発現することを証明した。
また、育種によって開発されたセサミン強化ゴ

マが、ラット肝臓での脂肪分解を促進し、血液脂肪
濃度を低下させることを明らかにした。

研究の背景

成果の概要

今後の展開

①他の食品成分との組み合わせによる脂質代謝調節機能の増強②ヒトでの効果の実証
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